
 

 

森林公園の平成２５年度管理状況 
施設所管課 観光戦略推進部観光振興課 

指定管理者 森林公園地域振興会・金沢森林組合エコグループ 

 代表者 一般社団法人森林公園地域振興会 代表理事 坂本 守 

指定期間 平成 24年 4月 1日～平成 27年 3月 31日 

 

（１）管理業務の実施状況 

業務内容 具体的な業務の実施状況 

使用する者への利便の

提供に関する業務 

施設の使用受付、案内等の接遇向上 

・「経営理念、行動指針」を策定し職員の意識向上をさせてい

るほか、接遇研修を職員全員に実施 

・「行動指針」の「より清潔に、より快適に」を目標に、トイ

レやバーベキュー施設、炊事棟などの衛生管理を徹底した。 

利用者の苦情・意見の把握・対応 

・利用者アンケートを実施（２４５件） 

・HPでメールによる意見、問合せを受付しニーズ等を把握 

・苦情対応マニュアルを策定し対応している 

その他特記事項 

・インフォメーションセンター内でＢＧＭ放送を開始し、安ら

ぎ空間を演出 

・インフォメーションセンターに公衆無線ＬＡＮを導入 

・利用者へ双眼鏡やクマ避け鈴を無料貸出し 

・雨天時にブルーシートを貸出し 

利用の促進に関する業

務 

 

 

自主事業の企画・実施 

・ 体験教室等のイベントの開催（28回、参加人数 998人） 

・ 平成２５年３月、森林セラピー基地に認定（※県内初、平成

２４年１月申請） 

施設の情報提供、広報、広告 

・学校の遠足等の企画時期に合わせ森林公園の資料を配付 

（１，２４１校 富山、福井県へも発送） 

・新聞社、テレビ、タウン誌、季刊誌等への情報提供 

・イベント案内掲示を公民館など地元市町施設や町内ショッピ

ングセンター等に依頼 

・プレミアムパスポート事業に参加（フィールドアスレチック） 

・企業の森づくり事業への参加企業に対し、公園内で製造した

腐葉土を提供し、花木の植栽を働きかけた結果サクラ等の花

木 179本が植栽された。 

・紅葉の美しい兼六園のモミジを約 800本採苗・育成しており、

今後の生育状況を見ながら順次植栽を計画しており、本年度

は 83本を植栽した。 

・森林セラピー基地に認定され基地を案内する案内人の育成、

セラピーの概要 PRのための各種サイン、パンフレット等を整

備 

 



 

 

周辺地域、関係機関との連携・協同の推進 

・地元商工会、農協、津幡町、エコグループで組織した「森林

公園活性化津幡町連携協議会」により、地元特産の「マコモ」

をテーマとしたイベントを開催 

・三国山園地周辺の住民と連携しグランドゴルフや祭りを開催 

・地元ボランティア団体と連携し展示ギャラリーに展示 

   （１０回、延３２３日、観覧者２８，７５２人） 

・津幡町商工会青年部主催の当公園を会場とした森林浴リレー

マラソンに協力し、公園の利用促進と PRに努めた。 

・地元企業に森林公園を利用した福利厚生事業の実施を働きか

け、参加人数 900人規模の行事が開催された。 

使用の許可に関する業

務 

使用許可、使用料の徴収、納入 

・使用許可の件数（（２）②参照） 

・使用料の収入実績（（３）参照） 

施設、設備及び備品の維

持管理及び修繕に関す

る業務 

清掃業務 

・大型施設、トイレ、広場は常時実施 

・道路（遊歩道） 路面清掃を３・４・１１月に実施 

・草刈り  ６～９月の間実施 

 

各広場林道管理（各専門業者へ委託） 

 

保守点検（各専門業者への委託） 

 

警備（夜間警備を専門業者への委託） 

 

小規模修繕 

建物等 学習展示館屋根補修 等３件 

浄化槽 動物園汚水処理槽ブロワー交換 等１件 

動物園 動物園サル舎扉交換 等２件 

水道施設 事務所 部品交換 等４件 

林道補修 御館山線歩道陥没補修 等６件 

歩道補修 サイクリングロード路肩決壊補修 等１３件 

トイレ補修 三国山キャンプ場 等４件  

アスレチック 安全策ロープ交換 等９件 

その他補修 １４件 

園内案内看板、標識新設と補修 新設６基、補修７基 

暖房便座の設置 ３件 

双眼鏡の新規購入 ８台 

木橋設置（新設） ２基 

テーブル・ベンチの設置（新設） １０基 

木製遊具の設置（木馬） ４基 

（その他知事が必要と

認める業務） 

緊急時の対応・安全管理などの危機管理 

・「災害時における森林公園地域振興会・金沢森林組合エコグ

ループ対応マニュアル」を策定し、職員へ周知 



 

 

・安全衛生委員会の開催、労災防止研修会の開催 

 

個人情報の管理状況 

・「森林公園管理受託業務共同企業体個人情報保護規程」に基

づき管理 

 

管理技術の向上 

・森林セラピスト資格取得 （１→３人） 

・２級ビオトープ計画管理士資格取得 （０→１人） 

・剪定講習会を独自に実施（受講９人） 

 

環境保全への取組み 

・「いしかわ事業者版環境ＩＳＯ」に参加 

・「石川の森林整備活動ＣＯ２吸収量認定制度」の認証 

・「いしかわ版里山づくりＩＳＯ」の認証 

・「企業の森づくり推進事業」に賛同し、企業が行なう森づく

り活動に積極的に関わった。（計９件） 

・林野庁と国土緑化推進機構が展開している「フォレストサポ

ーターズ」に登録 

・動物のフンからの堆肥及び落ち葉からの腐葉土を製造し、園

内で使用し、また、希望する県民等に配布した。 

・木材チップと落葉を集積した昆虫等の生息場所を設置。 

・石川県の準絶滅危惧種「センブリ」群生地の保護に努めた。 

・特定外来種であるオオキンケイギクの駆除に努めた。 

・「いしかわグリーンウェイブ 2013」に協賛し、「親子押し花

教室」を開催。 

・森林公園インフォメーションセンターをクールシェアスポッ

トの登録施設として、クールシェアの普及促進に協力した。 

 

 

（２）施設の利用状況 

 

① 利用指標 

指標 Ｈ２４年度 

（参考） 

Ｈ２５年度 前年度

比 

増減理由 

入園者数（人） 178,938 183,553 103 % ＧＷの好天、冬季の積雪が少な

いなど天候に恵まれたこと及び

森林浴マラソン等大型イベント

の実施と森林セラピー基地の認

定によるＰＲ効果による。 

 

②使用許可等の状況 

施設名 許可件数 不許可件数 不許可理由 

ｲﾝﾌｫｰﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ １０８ ０  



 

 

学習ホール 

運動広場 ３１ ０  

トンカチ館 １７ ０  

 

 

（３）使用料の収入実績  

利用料金の収入及び減免の状況 

 収入額(円) 減免額(円) 減免理由 

ｲﾝﾌｫｰﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

学習ホール 

179,140 218,920 66件：教育（学校）行事等に利用 

ボート乗り場 831,400   

炊飯広場 689,400   

ﾌｨｰﾙﾄﾞｱｽﾚﾁｯｸ 896,680 71,200 プレミアムパスポート提示者 

テニスコート 138,800   

コインロッカー 12,900   

ログハウス 4,086,900   

オートサイト 292,190   

テントサイト 128,710   

バーベキュー舎 155,700   

 

（４）収支決算 

（千円） 

収入 支出 

管理料 113,600 人件費 84,397 

利用料収入 7,412 光熱水費 8,396 

その他収入 1,216 施設等管理費 17,517 

  租税公課 4,541 

  その他 6,879 

    

    

合計 122,228 合計 121,730 

収支差額 498  

 

 

 

（５）その他、県が必要と認める事項（管理の実態を把握するために必要な事項） 

①利用者の意見等 

（ア）利用者アンケート結果（平成 25年 4月～平成 26年 3月実施 有効回答数 245件） 

項 目 回 答 

良い 概ね良い やや悪い 悪い 

利用者サービス ６８．２％ ３０．５％ １．３％ ０．０％ 

施設の維持管理 ４７．８％ ４７．８％ ４．４％ ０．０％ 

（イ）利用者からの意見、苦情、要望 



 

 

年月 内容 対応 

平成 25年 4月 

～平成 26年 3月 

歩道沿いにベンチを設置し

て欲しい 

園内施設の場所がわかりに

くい 

子供の広場の遊具が少ない 

テーブル１０基ベンチ２０基を歩道沿い

に新設した 

案内板、標識の新設と補修（１３箇所） 

 

木馬４基設置 

樹木観察マップを作成するとともに、樹

木名板（３０基）を設置 

 

②事故、故障等 

年月 内容 対応 

平成 25年 

7～8月 

緑化広場において、側溝用蓋約

800枚が盗難にあった 

再設置後、夜間の緑化広場駐車場入

口を施錠、盗難対策の強化に努めて

いる 

 

③その他報告事項など 

特になし 

 

（６）評価結果 

評価項目 結果 所見（工夫、改善点） 

①サービスの維持・向上

や利用促進に向けた

取組みが行われてい

るか。 

Ｂ ・従来からの「いしかわ事業者版環境ＩＳＯ登録」、「石

川の森林整備活動ＣＯ2 吸収量認証制度」及び「いし

かわ版里山づくりＩＳＯ認証」に加え、石川県初の「森

林セラピー基地」の認定など利用促進につながる取組

みをしている。 

・ベンチを新設し、自主的なｲﾍﾞﾝﾄを充実させ、積極的な

広報活動を行なっており、また、地元との連携により

交流が活発に行なわれ、利用者数が増加している。 

・ＢＧＭの導入や無線ＬＡＮの提供など、サービス向上

に努め、アンケート調査結果も良好である。 

②施設、設備及び備品の

維持管理及び修繕が

適切に行われている

か。 

Ｂ ・施設の清掃、林道、広場の除草等は適期に行われてい

るほか、専門業者へ保守点検を委託するなど適切な維

持管理と修繕に努めており、アンケート結果も良好で

あるが、雑草の成長が旺盛な時期は、遊歩道の歩行に

支障をきたすことがある。 

③適切に管理運営・危機

管理を行う組織・体制

となっているか。 

Ｂ ・公園の管理技術向上のため樹木・草花研修の自主的な

実施や自然体験活動指導者資格の取得、安全衛生委員

会、労働災害防止研修会の開催など積極的に行ない安

全管理技術の向上に努めている。 

・非常時の連絡体制やﾏﾆｭｱﾙが定められ、安全対策が適切

である。 



 

 

総合評価 Ｂ ・ｲﾍﾞﾝﾄを充実させ、接遇や管理技術、安全管理などに技

術の向上に対する前向きな取組みが評価できる。また、

森林公園の自然を活かし、森林環境や生態系の保全な

どｲﾍﾞﾝﾄを通して紹介するなど保育園児から高齢者ま

で広く地域の住民に親しまれる運営がなされている。 

 
○評価基準 

Ａ（優）：仕様書等に定める水準を大いに上回っており、その結果、優れた実績をあげている 

Ｂ（良）：仕様書等に定める水準を上回っている 

Ｃ（可）：概ね仕様書等に定める水準どおり実施されている 

Ｄ（不可）：仕様書等に定める水準を下回っており、改善を要する部分がある 

 

○総合評価 

Ａ（優）：優れた管理運営がなされており、かつ、十分な実績をあげている 

Ｂ（良）：優れた管理運営がなされている 

Ｃ（可）：適正な管理運営がなされている 

Ｄ（不可）：改善が必要である 

 

（７）助言・指摘事項 

特になし 

 


